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 会議名：平成27年第1回定例会（第3日 2月27日） 

○９番（向江すみえ議員）　お許しをいただきまして、私は、さきの通告に従い、区長、
教育長並びに関係部長に対しまして、区政一般質問をさせていただきます。 
 　初めに、健康寿命・活動寿命の延伸についてお伺いいたします。 
 　本区におきましても、区民がいつまでも健康でいきいきと暮らすためには、健康づく
りへの直接的な支援だけではなく、介護予防やスポーツ、文化活動など、あらゆる分野で
の支援を行う必要があります。 
 　青木区長は、所信表明の中で、区民の健康をさらに増進するための地域健康づくりな
ど、健康に関する施策をこれまで以上に推進する組織とするため、平成２７年度から新た
に健康部を設置すると表明されました。誰もが健康で安心して充実した生活を送ることが
できる社会を目指していくには、健康づくりの視点は欠かせないものだと思います。その
意味からも、今回、新たに健康部を創設されたことは、区民にとって健康に対し、より身
近に感じることができるようになり、より一層の区民への意識啓発が図られるものと期待
をしています。 
 　そこで区長にお伺いいたしますが、どのような意図で健康部を設置されたのでしょう
か。また、区民の健康づくりへの支援を今後どのように推進されていくのでしょうか、お
聞かせください。 
 　平成２６年度の健康日本２１の策定の１０年後を目指す姿の中に、すべての国民がと
もに支え合い健康で幸せに暮らせる社会とあり、中でも健康寿命の延伸は中心課題だとさ
れ、平均寿命と健康寿命との差は日常生活に制限のある不健康な期間を意味し、平成２３
年では男性９．０２年、女性１２．４０年となっています。この格差は健康度を高めるこ
とによって短縮されます。 
 　この健康格差の縮小に加えて、公明党は活動寿命という考え方を新たに提起し、その
延伸に取り組もうと考えています。活動寿命とは、賃金を得るための労働に限らず、ボラ
ンティアや地域活動などを通して社会とかかわり、支え合いの社会づくりに貢献できる期
間を指します。健康であることに加え、幾つになっても安心して働き続けられる社会を築
くことはもちろん、誰もが生涯現役として生きがいにあふれた生活を営むことができるこ
とを指しています。活動寿命の延伸にとって大切な視点の一つは、運動による健康づくり
です。これまでも本区は、健康づくり支援の一環として、うんどう教室を区内３カ所で実
施し、平成２５年度からは運動習慣推進プラチナ・フィットネス事業も展開し、高齢者の
体力づくり、生活の質を高める事業が行われています。どちらも大きな成果を上げている
と伺っています。今回、さらに健康遊具の設置事業が予算化されました。歩いて行ける身
近な公園に手軽に運動できる健康遊具を設置することで、区民の健康づくりにつなげてい
くこの取り組みも高く評価させていただきます。 
 　そこでお尋ねいたします。 
 　区内３カ所で実施されているうんどう教室事業について、どのように検証され、新た
な場所での実施を要望するところですが、今後の展開についてのお考えをお聞かせくださ
い。また、健康遊具の設置が計画されておりますが、どのような計画で事業を推進され、
その設備等を活用して、どのように区民の健康づくりを支援されるのか、区のご見解をお
示しください。 
 　さらに運動に加えて、食、食べ物をキーワードとした健康づくりの支援も大事な視点
です。新潟県の長岡市では、慶應義塾大学大学院、プロバスケットボールのｂｊリーグ、
健康計測機器メーカー、タニタの産学公の連携のより幅広い世代で健康についての意識啓
発を行う長岡市多世代健康まちづくり事業プランを平成２５年度に策定いたしました。私
は、その事業プランを企画・立案・運営されている財団の方にお会いし、お話を伺ってま
いりました。 
 　そのプランでは、食事・運動・休養の３つを健康のための要素として、その３つの要
素を兼ね備えた事業として取り組んでいるのがタニタカフェです。カフェが設置されてい
るのは市民センターの中の公共施設のスペースを活用しています。カフェの内部には、ハ
ンモック席や椅子席などに加え、足湯につかりながら、健康を意識したメニュー、脂肪を
燃やしやすいコーヒーや低カロリーのケーキなどを楽しむことができるコーナーもありま
す。また、店の一画には管理栄養士が常駐し、希望すれば体脂肪計よりも詳細に体の状態
がわかる体組成計でチェックし、アドバイスをしてくれるそうです。さらには、会員制で
日々ご自身の健康維持への取り組みの成果をチェックするために、消費カロリーや歩数が
わかる活動量計を配布し、自分のデータを送信することで健康アドバイスを受けられるよ
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うにするなどのさまざまな取り組みが行われ、市民に健康の意識を持ってもらい、元気に
暮らせる年齢を延ばしてほしいとの考えから実施されています。 
 　また、北区では、１２年前から会食を通じて楽しく食事をすることで、健康の増進や
地域社会との交流、孤独感の解消や閉じこもり予防を目的として、６５歳以上で介護を受
けていない方を対象に高齢者ふれあい食事会が開かれています。そこには地域の民生委員
や健康づくりグループ、大学など多くの区民が協力員として活動に参加され、区民センタ
ーや商店街、レストラン、飲食店などを会場としています。事業開始より年々開催会場も
増加し、現在では４７カ所で開催されており、来年度からは３カ所ふえて５０カ所になる
そうです。私も、先日、浮間ふれあい館での高齢者ふれあい食事会に参加してきました。
この春、大手企業に就職される５人の学生さんも、これからの高齢化社会で企業として何
ができるかを研修テーマに参加されていました。 
 　本区におきましても、昨年９月から区役所の食堂を、かつしかの元気食堂推進事業な
どに取り組み、区民への啓発活動を積極的に推進されていることは評価いたしますが、現
在実行されています食育推進計画は、それ自体は大変に重要であり、着実な推進を図らな
ければならないものではありますが、区民の日々の健康づくりの進捗状況を推しはかるに
は難しい面もあります。さらに、行政の成果指標の一つであるＰＤＣＡサイクルの視点か
らは、余りにも評価数値が出るには時間がかかり過ぎる性格のものであります。計画の推
進状況を単に行政が健康診断や体力測定などの数値を把握して評価するのではなく、先ほ
どご紹介した長岡市のように、日々、市民お一人お一人が事業の主体者となり、活動量計
などを利用して日々の計画の進捗状況を市民自身で確認し、事業の成果指標の担い手とな
っていただくような行政と市民が協働で健康づくりを推進する事例なども参考にして、本
区でも食をキーワードとした健康づくりを積極的に推進する必要があるのではないでしょ
うか。例えば食堂という作り手のプロ、業者が提供する健康メニューだけではなく、つく
る段階から区民を巻き込んでの（仮称）我が家・私の健康レシピと題した健康料理コンク
ールを開催し、食を通しての支援事業を行政と区民が協働して企画・立案して創意意欲を
高めることと同時に、健康志向の輪が区民の間に広がるようにされたらいかがでしょう
か。 
 　そこでお伺いいたします。 
 　現在行われているかつしか元気食堂だけではなく、シンフォニーヒルズやテクノプラ
ザ等の飲食を提供する機会のある施設の指定管理者を選定する際には、その選定基準の一
つの要素として、積極的に健康メニューの導入や区民からの健康レシピをメニュー化する
などの従来にない視点を盛り込むことも、その施設を利用する区民の方々の健康寿命・活
動寿命の延伸には大切だと考えますが、区のご見解をお聞かせください。 
 　また、休止中の和楽亭や廃止された総合スポーツセンター・エイトホールの食堂を初
め、現在計画されている子育て支援施設などに、健康部が主体となって食をキーワードと
したシンボリックな拠点づくりを進めてみてはいかがでしょうか。区のご見解をお聞かせ
ください。 
 　国際感食協会理事長で栄養学博士の宇多川久美子さんは、食材として失われた命や、
つくってくださった方に感謝して、自身の五感を使って感じて食べること、感食を提唱し
ている第一人者です。その宇多川さんによると、食事は、いつ、誰と、どこで、どんな気
持ちで食べるかにより体の中での消化・吸収・代謝が違い、おいしい、楽しいと感じて食
べることにより生活習慣病の予防や対策にもなり、若さを保つアンチエイジングにもつな
がると言われております。 
 　健康部の創設を健康寿命・活動寿命の延伸には欠かすことのできない食への取り組み
をさらに強力に推進する契機と捉え、今回提案いたしました事業など、適切な事業が展開
されますことを強く要望させていただきます。 
 　次に、図書館事業の充実についてお伺いいたします。 
 　公明党は、読書や読み書きをする権利、読書権の保障の確立に向け、国会においても
超党派の議員とともに尽力してまいりました。昨年５月には、日常生活用具給付事業に申
請できる用具として大活字本等が認められたことなど、読書権保障を実現する社会の仕組
みが徐々に整ってきています。超高齢化社会に向けて、いつまでも読書の楽しみを持ち続
けていくためにも、大活字本のさらなる普及が望まれます。 
 　昨年、全国初、大活字本専門書店が神保町にオープンしたので、伺ってお話を聞いて
まいりました。一般的な書籍の活字本の文字は３ミリ四方ですが、大活字本は約７．７ミ
リに拡大して読みやすくしてあります。店内にも約２，０００点の大活字本があり、読書
が困難な高齢者の方から歓迎の声が多数寄せられているそうです。 
 　本区でも、全ての方に読書する機会、サービスを提供し、利用者の最も利用しやすい
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形で本や資料を提供することを考えるならば、高齢者の方と本を結びつけるためにも、高
齢者の方に読みたい本をお届けするためにも、大活字本を多く蔵書することも必要だと思
います。 
 　本区の中央図書館にも大活字本が常設されていますが、利用状況はどのようになって
いますか。また、今後、高齢者などへのサービスをどのように展開していくのでしょう
か、区のお考えをお聞かせください。 
 　また、私の知り合いに、９３歳のご高齢になってもシルバーカーを押し図書館に行
き、本を借りるのを楽しみにしていた方がいらっしゃいます。昨年、施設に入所されたの
を契機に図書館に行けなくなり、とても寂しいとのご連絡をいただきましたので、登録制
度のハンディキャップサービスのご案内をさせていただき、大変に喜んでいただきまし
た。一方、施設に入所されている方の中には、本を読みたい気持ちはあっても、ハンディ
キャップサービスの利用ができない方もいらっしゃいます。その方たちを救済するために
も、高齢者の方が入所されている施設のホールやロビーをお借りして、常設の読書コーナ
ー、ミニ図書館を設置してはどうでしょうか。 
 　また、現在の団体貸出制度をより拡充して、読書コーナーを設けた施設からのリクエ
ストにも応じられるような仕組みづくりも大切だと考えますが、区のご見解をお聞かせく
ださい。 
 　私が図書館司書として学んだ読書の意義の中に、今、なぜ読書なのか。第１に、読書
経験がある意味で人生経験の縮図を成している。第２に、蓄えられた読書経験は、巷に溢
れる返るバーチャル・リアリティーのもたらす悪影響から魂を保護するバリアとなってく
れ、励ましと癒しの風を送り込んでくれる。第３に、読書は日常性に埋没させず、人生の
来し方行く末を熟考するよいチャンスであるとありました。このように、読書によっても
たらす力は計り知れません。 
 　近年、読書意欲を高めるために、読書通帳・読書手帳を導入している自治体がふえて
います。この取り組みは、借りた本の履歴が貯金通帳のように印字され、どのくらい読書
したのかが一目でわかり、読書への意欲を上げる効果をもたらすものと考えられます。文
部科学省の事業委託、ＩＣＴを活用した読書通帳による読書大好き日本一推進事業の実践
報告では、中学校への導入で学校図書館への来館者が約３倍にふえたとありました。 
 　また、自治体の取り組みの例を申し上げますと、山口県萩市では市民対象に読書通帳
が使われています。ゼロ歳から中学生までは無料で配布し、その他の希望者には１冊
３００円で配布しています。乳幼児には両親が子供の名前で読書通帳を作成することで、
どのような絵本を読み聞かせてあげたかが記録に残せるので一生の宝物になるそうです。
私の友人も、読書通帳をふやすことを楽しみに、ご夫婦で何冊本を読めるか挑戦している
そうです。生きがいや楽しみも広がり、読書通帳の記入を楽しまれて読書されているのが
わかりました。 
 　この読書通帳は、借りた本の名前などが自動的に記入できるものと、手書きにより記
入していくものがあります。読書通帳の導入を図り、ファーストブック事業により手にし
た絵本から始めれば、一人一人の読書を通じての人生の歴史が刻まれるものになるものと
思います。 
 　昨年の第３回定例会でご質問をさせていただいた小学校１年・中学校１年にかつしか
っ子ブックとして配布していただくことが予算化され、ファーストブックから数えるとフ
ォースブックとなり、全国初の事業となります。まずは子供たちに手渡す本と一緒に、（
仮称）かつしかっ子（翼）読書通帳として配布してみてはいかがでしょうか、教育長のご
見解をお伺いいたします。 
 　次に、鎌倉公園・鎌倉野草園の再整備についてお伺いいたします。 
 　鎌倉地域には鎌倉公園と鎌倉野草園があります。現在の鎌倉公園の開設は平成元年
１１月とされていますが、鎌倉公園の前身である鎌倉第一・第二・第三公園は、昭和４４
年４月に区画整理によって開設された公園で、その一角にある野草園も昭和４６年９月に
開設されました。鎌倉野草園はその後、昭和６０年度に公園維持工事がされて、今日の姿
となったと伺っておりますが、改修から既に３０年近く経過し、老朽化は否めない状況で
す。地域の方からも、折に触れ、何とか活性化をしてほしいとのお声もいただいておりま
す。この鎌倉公園や鎌倉野草園が地域の核となる公園となれるよう、これまでも委員会等
で意見を申し上げてまいりました。 
 　また、青木区長も平成２４年度の区民と区長との意見交換会で、区長は、鎌倉野草園
にお客さんが来てもらえるようにすることは大切なことだと思います。地元の協力をいた
だいて検討していきたいと思いますと述べられております。区長がおっしゃるとおり、地
元の皆さんの協力を得て、一緒になって公園をつくっていくことが大切だと思います。そ
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れらを踏まえて、このたび平成２７年度当初予算案の中に鎌倉公園の改修が計上されまし
たことに感謝申し上げ、今後の成果に大いに期待をしております。 
 　鎌倉町の皆さんは、１６年前から毎年春に花いっぱい運動を行っています。まんだら
公園にて花の苗を地域の皆さんに配布した後、桜道中学校のボランティアの生徒さんと一
緒に歩道に花の苗を植えて歩くという花を通じてのまちづくりの活動、地域の活性化が図
られています。 
 　そこでお尋ねいたしますが、地域の期待も高い鎌倉公園・鎌倉野草園の再整備につい
て、どのようなコンセプトで進めていくのでしょうか。また、公園整備に関して、地域の
皆さんとの協力関係をどのように構築していかれるのでしょうか、お聞かせください。 
 　また、本区の小菅西公園には花時計が設置されております。四季ごとに来園者の目を
楽しませてくれ、毎回、新聞の記事にもなっています。 
 　そこで、花いっぱいの公園のシンボルとして、新たな鎌倉公園に大きな花時計を設置
してみてはいかがでしょうか。このような取り組みは、鎌倉地域のＰＲ効果が図られるだ
けではなく、重要プロジェクトの成果物の一つとしても意義のあるものと思いますが、区
のお考えをお聞かせください。 
 　また、亀有には両さん、立石・四つ木にはキャプテン翼像、水元・堀切には菖蒲まつ
り、柴又には納涼花火大会・シバザクラ、そして新小岩公園では盛大にフードフェスタが
開催されました。このように区内各地で歴史や特性を生かしたまちづくりやイベントが行
われています。鎌倉地域につきましても、鎌倉公園や野草園を核とした新しいイベントを
行い、地域の活性化につなげていただきたいと思います。 
 　花いっぱいの公園として、春・夏・秋には多くの方が訪れることを期待いたします
が、冬の時期の来園を促す取り組みの一つにイルミネーションスポットがあります。足立
区の元渕江公園で行われている光の祭典は、都内でも最大級のイルミネーションイベント
としてにぎわっています。 
 　そこで、本区の具体的な取り組みとして、鎌倉公園でもクリスマスの時期に公園全体
をイルミネーションで照らすようなイベントを実施してはどうでしょうか。その際の電源
は、買電だけに頼らず、蓄電装置や区が回収している廃食用油も鎌倉地域が回収設置のス
タートですので、廃食用油を活用して発電させるなど環境事業エコイベントと連携したイ
ルミネーションとしても特色の一つにはなるのではないでしょうか。さらに、四季を通じ
て来園を促す取り組みの一つとして、冬場には公園全体をイルミネーションスポットとす
ることも魅力の一つと思いますので、区のお考えをお聞かせください。 
 　また、公園を訪れた方々の滞在時間をふやす工夫の一つとして、移動販売車などによ
る飲食の提供も考えられます。地域の皆様と協働でこれらの取り組みを検討してはいかが
でしょうか。区のお考えをお聞かせください。 
 　最後に、乳幼児の安全対策についてお伺いいたします。 
 　厚生労働省が発表している平成２５年の人口動態統計では、ゼロ歳を除いた１歳から
１９歳の子供の死因の第１位は不慮の事故となっており、残念ながら長年この状況は変わ
っていません。平成２５年の不慮の事故によるゼロ歳から９歳までの死亡数は３０４人
で、死因の内容を見ると、寝ていることが多いゼロ歳児は、うつぶせ寝や吐いた物などに
よる窒息死、次に行動範囲が次第に広がっていく１歳から４歳児では交通事故と家庭内の
浴槽での溺死、ほかには転倒・転落と、思いもよらないところで親が目を離したすきに事
故は起こっています。死亡に至るまでの事故は氷山の一角であり、入院や外来受診する子
供の数は、その何百倍もいると見られています。 
 　子供の事故防止対策については、平成１２年に策定された国民運動計画の健やか親子
２１の目標の一つに、平成２２年度までに不慮の事故による死亡を半減させることが掲げ
られています。特にゼロ歳から４歳までの乳幼児は、子供が家庭内で過ごす時間が多いこ
とから、親の事故防止に対する知識の周知が必要と指摘されています。 
 　昨年５月、消費者の日を記念して阿南元消費者庁長官の講演会が行われました。消費
者庁でも、乳幼児を不慮の事故から守るため、子どもを事故から守る！プロジェクトを推
進しています。講演会終了後、阿南元長官みずから、「おしえてね　アブナイカモ」のテ
ーマソングを紹介され、注意喚起されていました。 
 　また、昨年１１月に保健所で行われた健康フェアでは、乳幼児の不慮の事故防止に向
け、消費生活センターと保健センターが連携しパネル展示が行われ、保護者への注意喚起
の取り組みが行われたことは評価させていただきます。 
 　そこで、本区における乳幼児の不慮の事故の状況及び健やか親子２１で掲げられてい
る不慮の事故の半減目標に対する対策はどのように取り組まれているのか、お聞かせくだ
さい。 
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 　先日、豊島区の子ども事故防止センターに行ってきました。子ども事故防止センター
は保健所の中にあり、訪れた方が実際に家の中での乳幼児の危険箇所を体感してもらえる
ようにモデルルーム形態でつくられていました。 
 　また、子供の目から見える視界がどれほど狭いかということを大人が理解するため
に、幼児視野体験メガネ、通称チャイルドビジョンが１枚の厚紙で簡単につくれることが
できるようにチラシとともに置いてありました。私もこの幼児視野体験メガネをつくり、
装着してみました。すると、隣にいる人が見えなかったり、自分の足元が見えづらかった
りして、子供の視界の狭さや周囲の見えづらさには驚きました。大人の視野が左右１５０
度、上下１２０度の広さに対し、幼児の視野は左右９０度、上下７０度と狭く、約半分ほ
どしかなく、一つのものに注意が向くと周りのものが入らなくなることもあり、事故につ
ながるようです。 
 　ほかにも、子供の事故防止に関する知識の普及向上を図るため開設された京都市「京
あんしんこども館」でも、家庭での不慮の事故を未然に防ぐため、子どもセーフティハウ
スとしてリビング・キッチン・浴槽・トイレなど実際の家庭の中を再現して、そこで不慮
の事故と防止策を学ぶことができるそうです。そこでも幼児視野体験メガネ、チャイルド
ビジョンを使った取り組みも反響を呼んでおり、館内には実物大を再現した親と子の幼児
視野体験コーナーが設置され、子供が見ている世界と大人の見ている世界とは大きく異な
ることから、この取り組みが大きな注目を集めているそうです。 
 　公明党はこれまで、チャイルドファースト社会の実現を目指し、単に子供優先と口に
するだけはなく、大人の目線では見えない問題、つまり子供の目線で問題解決にさまざま
取り組んでまいりました。 
 　東京都は、昨年の１月から２月にかけて、乳幼児の不慮の事故に対し、都内に住むゼ
ロ歳から６歳児の保護者３，０００人にインターネット調査を行いました。その結果、２
万件余りの転落・転倒事故の報告があり、寄せられた事例を分析し、家の内外に潜む危険
を明らかにして、事故防止ガイドを作成いたしました。インターネットでも配信されてい
ます。 
 　本区でも、乳幼児の健診が行われる保健所や保健センターなどに、視覚や体験を通し
て室内での乳幼児の危険因子を理解してもらうために、（仮称）ヒヤリハット・ハウスを
常設し、訪れる子育て世代のお父さん、お母さん方の啓発を図るべきと思いますが、区の
ご見解をお聞かせください。 
 　また、保健センターや保健所に子どもの事故防止チェックリストや１枚の厚紙で簡単
につくることができる子ども視野体験メガネ、チャイルドビジョンを置き、自宅で作成
し、チェックできるようにすれば、安全対策に役立つと思いますが、区のお考えをお示し
ください。 
 　そして、区のホームページからも東京都からの事故防止ガイドも直接見られるように
し、電子母子健康手帳が導入された折には、これらのアプリの機能を取り入れ、手軽に簡
単に見られるようにしていただきたいと思います。区のご見解をお聞かせください。 
 　以上で私の一般質問を終わらせていただきます。ご清聴ありがとうございました。（
拍手） 

○（秋家聡明議長）　区長。 
 　〔青木克德区長　登壇〕 
○（青木克德区長）　向江議員のご質問にお答えいたします。 
 　まず、健康部の設置についての質問にお答えいたします。 
 　区民の健康をさらに増進するための地域健康づくりや生活習慣病の予防などを進め、
関係各部の連携のもと、健康に関する施策をこれまで以上に推進する組織とするため、平
成２７年度から健康部を設置いたします。 
 　お話のとおり、区民がいつまでも健康でいきいきと暮らすためには、健康づくりへの
直接的な支援だけでなく、介護予防やスポーツ、文化活動など、あらゆる分野でさまざま
な角度からの支援を行う必要があります。 
 　また、新たに活動寿命という概念の提起がありました。本区の基本計画においても、
健康でともに支えあい、いきいき暮らせる地域社会づくりを、５つの主要課題とその取り
組みの一つとしております。その点からも、ご提起された活動寿命の延伸は非常に大事な
視点と受けとめております。 
 　区民の健康寿命、活動寿命を延伸するために、区民の健康づくりへの支援を新たに設
置する健康部で実施するとともに、関係各部や機関と連携して推進してまいります。 
 　次に、区内３カ所で実施されているうんどう教室事業について、これまでどのように
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検証されたのか。また、新たな場所での実施を要望するところであるが、今後の展開に関
する考えについてのご質問にお答えいたします。 
 　まず、うんどう教室事業について、これまでどのように検証されたのかとのご質問に
お答えいたします。 
 　うんどう教室事業では、事業の効果を検証するために、毎年１回、参加者に握力や８
の字歩行など６項目の体力測定を実施しております。 
 　今年度の体力測定の結果は、お花茶屋公園と間栗公園の参加者についてはまだ出てお
りませんので、高砂北公園の参加者の結果を申し上げますと、２年連続して体力測定を受
けた１６人のうち、前年度、平成２５年度の体力年齢と今年度、平成２６年度の体力年齢
が同じであった方が２人、平成２６年度の体力年齢のほうが若いとの結果が出た方が１４
人となっております。このように、うんどう教室事業は高齢者の体力向上に一定の効果が
あると考えております。 
 　また、この事業は、事業開始３年目以降、指導員養成講座を修了した地域指導員を中
心とした活動に移行してきていますが、地域指導員を今後も養成、確保していくことが事
業運営上の課題となっております。 
 　次に、今後の展開についてのご質問にお答えいたします。 
 　この事業の延べ参加者数は、平成２４年度は高砂北公園１カ所で５３２人、平成２５
年度は高砂北公園、お花茶屋公園、間栗公園を合わせて１，５３５人、平成２６年度は３
公園合わせて、平成２７年１月末現在で１，５５０人となっております。このように、こ
の事業は今後も区民の幅広い参加が期待できることから、第６期介護保険事業計画では地
域支援事業に位置づけ、事業の拡大を図ることとしております。 
 　具体的には、事業を実施する公園の地域的なバランスも考慮し、平成２８年度以降、
専用の運動器具を設置した事業実施公園をふやしてまいりたいと考えております。 
 　次に、健康遊具の設置計画と区民の健康づくり支援についてのご質問にお答えいたし
ます。 
 　高齢者等の健康づくりの一環として活用してもらうため、公園・児童遊園に健康遊具
を設置することで、高齢者の方が歩いて行ける範囲で気軽に健康づくりができるよう、各
地域にバランスよく配置いたします。 
 　今回の整備では、３１１ある区立公園・児童遊園のうち５８カ所に、ぶら下がりや背
伸ばしベンチなど１４種類の健康遊具を設置いたします。 
 　また、平成２７年度中に、区内にある健康遊具の位置・種類のわかるポケットサイズ
の案内マップを作成いたします。そのマップを見れば、自宅近くにどんな健康遊具がある
のかがわかり、高齢の方でも、ふだんの散歩やジョギングの中で気軽に健康遊具を活用し
てもらうことができます。 
 　さらに、区民の健康づくりを推進するため、健康遊具を使った運動教室などの実施に
向けて、関係部署と連携してまいります。 
 　以上でございます。 
○（秋家聡明議長）　保健所長。 
○（中西好子保健所長）　指定管理者選定の基準に健康メニューの導入や食をキーワード
とした拠点づくりについてお答えいたします。 
 　区民の健康寿命・活動寿命を延ばすためには、運動と食に関する取り組みは欠くこと
のできない要素と考えます。国が国民運動として取り組んでいるスマートライフプロジェ
クトの中でも、適度な運動、適切な食生活、そして禁煙の３分野を中心としたアクション
を呼びかけています。 
 　区では、これまでも気軽にスポーツに親しむことのできる環境づくりや、日ごろから
取り組んでいる文化芸術活動への支援などを積極的に進めてまいりました。 
 　一方、区民の食環境の改善を目指し、生活習慣病のリスクを少しでも減らす試みとし
て、かつしかの元気食堂推進事業を開始いたしました。 
 　このたび、健康部を設置することを契機に、これらの事業を進めるに当たりまして、
運動においては、単に基礎代謝を高め、体力の維持増進を図るだけではなく、スポーツを
通じての仲間づくり、また、食においても、単に栄養バランスやカロリー管理だけではな
く、テーブルを囲む楽しみなど、健康づくりを進める上での人づくりやコミュニケーショ
ンづくりが重要であると考えます。 
 　今回、議員からご提案いただいたことにつきましては、健康部の課題として関係各部
や機関にも働きかけながら連携し、前向きに検討してまいります。 
 　以上です。 
○（秋家聡明議長）　教育長。 
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 　〔塩澤雄一教育長　登壇〕 
○（塩澤雄一教育長）　次に、図書館事業の充実についてのご質問のうち、読書通帳の配
布についてのご質問にお答えいたします。 
 　読書は、児童・生徒が読解力・思考力を身につけ、想像力を豊かにするなど、人生を
豊かに生きていく上で欠かせないものであります。区立の各学校では、朝読書や卒業まで
に読むことを勧める必読書の推薦など、さまざまな取り組みを行っております。しかし、
近年の平均読書冊数は学年が上がるごとに下がる傾向にあり、特に、学習が高度になり部
活動が始まる中学生の読書量が伸びにくい状況にあります。 
 　このような状況の中、児童・生徒が読書に親しむ機会を積極的に支援するため、私か
らのメッセージを添えたかつしかっ子ブックを小学校１年生及び中学校１年生にお渡しす
る事業を来年度より実施いたします。 
 　葛飾区では、現在、３～４カ月の赤ちゃんに絵本を手渡し読み聞かせをするブックス
タート事業、３歳児を対象に図書館で絵本を手渡すセカンドブック事業を実施しておりま
す。これらの２つの事業とともに、４段階の成長の節目に年齢にふさわしい本をお渡し
し、子供たちが読書を身近に感じることができる環境を整える、確認できる限りでは全国
初の取り組みでございます。 
 　ご質問にありました読書通帳につきましては、児童・生徒が読破した本の記録を振り
返ることにより、達成感を味わい、読書への意欲を喚起することができるため、大変効果
があるものと考えております。既に読書通帳と同様の記録カードを導入し成果を上げてい
る区立学校もありますので、各学校の取り組みを尊重しながら、読書通帳の配布を含め実
施に向けて検討してまいります。 
 　以上でございます。 
○（秋家聡明議長）　教育次長。 
○（前田正憲教育次長）　大活字本の利用状況について及び高齢者に向けたサービスにつ
いてのご質問にお答えいたします。 
 　まず、大活字本の利用状況のご質問にお答えいたします。 
 　加齢に伴い高齢者は文字が見えにくくなることから、高齢化が進展する中、読みやす
い大きな文字で印刷された大活字本のニーズは、今後ますます高まっていくものと予想し
ております。お尋ねの昨年度の大活字本の貸し出し状況では、全館の合計で約１万
７，６００冊であり、図書館資料全体の貸し出し冊数の約０．５％でございます。 
 　次に、高齢者に向けたサービスについてのご質問にお答えいたします。 
 　区では、昨年１２月に葛飾区立図書館の基本的な考え方（取組方針）を策定して、図
書館の果たすべき役割を、いつでも、どこでも、だれでも、区民の拠り所となる図書館と
いたしました。この役割を実現するため、高齢者に向けた取り組みとして、大活字本など
の資料の充実、高齢者各人の状況に応じた資料・情報提供の充実、元気な高齢者を対象と
した図書館内でのボランティア活動への参加促進、さらには宅配サービスの対象の拡大及
び実施方法の見直しの検討などを掲げております。 
 　したがいまして、ご質問の高齢者に向けたサービスの展開につきましては、これらの
取り組みを計画的に、積極的に推進していくものと考えております。 
 　次に、高齢者入所施設への読書コーナーの設置についてのご質問にお答えいたしま
す。 
 　高齢者入所施設の入居者の方にも、本を選びたい、読みたい、借りたいなど、図書館
サービスへのニーズがあるものと認識しております。 
 　ご質問の高齢者施設への入所者用読書コーナーの設置につきましては、福祉主管課と
の連携を図り、今後、施設の意向や施設利用者の状況等を調査しながら検討してまいりま
す。 
 　次に、団体貸出制度の拡充についてのご質問にお答えいたします。 
 　図書館では、図書と区民とをより一層結びつける手段として、団体貸し出しを行って
おります。その実施方法は、図書の選定や貸し出し資料の運搬は、原則として貸し出しを
受ける団体が行うことになっております。 
 　ご質問にありました読書コーナーを設けた施設からのリクエストにも応じられるよう
な仕組みづくりにつきましては、課題などを整理しながら検討してまいりたいと考えてお
ります。 
 　以上でございます。 
○（秋家聡明議長）　区長。 
 　〔青木克德区長　登壇〕 
○（青木克德区長）　鎌倉公園・鎌倉野草園の再整備のコンセプトと地域の皆さんとの協

ページ(7)



力関係についてのご質問にお答えいたします。 
 　鎌倉公園は北総線高架下の鎌倉児童遊園を囲んでいる地区、プールや野草園のある地
区及び広場にしている地区と３つの地区に分かれています。公園面積は約８，６６０平方
メートル、児童遊園面積は約２，２４０平方メートル、合計で約１万９００平方メートル
になります。この公園は、以前は鎌倉第一・第二・第三公園に分かれていましたが、平成
元年に北総線整備の際に一つの公園になった経緯がございます。その公園整備から既に
２６年が経過しておりますが、野草園についてはその際に改修を行っておりませんので、
老朽化が進んでおります。 
 　今回の公園再整備計画のコンセプトにつきましては、公園と児童遊園、さらに野草園
を一体として捉え、区民との協働を念頭に、野草や花等を生かしながら、鎌倉地域のシン
ボルとなるような整備を考えております。 
 　今後、検討会を開催するなど地域の皆様のご意見を伺いながら、地域との協働により
コンセプトをさらに明確にして、設計・工事を進めてまいります。 
 　以上です。 
○（秋家聡明議長）　都市施設担当部長。 
○（杉本一富都市施設担当部長）　花いっぱい公園のシンボルとしての花時計の設置や四
季を通じて来園を促す冬場のイルミネーションについてのご質問にお答えいたします。 
 　花時計につきましては、現在、再整備を行っている小菅西公園に設置されております
が、公園のシンボルとして、四季折々の花が来園者に潤いを与えております。 
 　また、区立白鷺公園では、冬場に地元町会がイルミネーションを実施しており、地域
の活性化に資するイベントとして盛り上がりを見せております。 
 　このようなことから、花時計やイルミネーションについても、地域の皆様とともに検
討してまいりたいと考えております。 
 　次に、公園を訪れた方々の滞在期間をふやす工夫の一つとして、移動販売車による飲
食の提供についてのご質問にお答えいたします。 
 　柴又公園では、民間事業者が土曜・日曜と祝日に、寅さん記念館の上部で飲食の販売
を行っております。鎌倉公園においても、地域と協働したイベントなどを通して公園の魅
力アップを図るとともに、柴又公園なども参考にしながら、民間事業者の活用を含め、利
用者に長く滞在してもらえる方策を検討してまいります。 
 　以上でございます。 
○（秋家聡明議長）　保健所長。 
○（中西好子保健所長）　乳幼児の安全対策についてお答えいたします。 
 　まず、本区の乳幼児の不慮の事故の状況でございますが、人口動態統計によります
と、 
 　平成２３年度以降、生後１年未満の乳児が毎年１名亡くなっている状況でございま
す。 
 　健やか親子２１の不慮の事故の半減目標に対する対策でございますが、事故予防対策
の普及啓発として、乳幼児健診や育児グループ事業の実施の際に、保健師が事故予防パネ
ルや啓発ビデオを使って起こりやすい事故を具体的に説明し、事故予防の健康教育を行っ
ているところでございます。 
 　また、今年度は、保健所内に消費生活センターと連携し、事故予防対策パネルコーナ
ーを常設し、事故防止に対する注意喚起を行っております。 
 　次に、乳幼児健診が行われている保健所や保健センターなどに（仮称）ヒヤリハット
・ハウスを常設し、啓発を図るべきとのご質問にお答えいたします。 
 　ご質問の（仮称）ヒヤリハット・ハウスなどの事故予防啓発施設でございますが、保
護者に施設を見学していただき事故の起こりやすい場所を体験的に学べる施設で、今、大
変注目されております。 
 　かつしか健康実現プランの柱である次世代の健康づくりの中で、子育て中の家庭を支
援し、安心して子供を育てられるようにしますとの観点から、不慮の事故が多い家庭環境
の安全確保策として、（仮称）ヒヤリハット・ハウスについては効果的なものの一つであ
ると考えます。設備内容や規模、設置場所など、さまざまな観点から検討してまいりたい
と存じます。 
 　次に、子どもの事故防止チェックリストやチャイルドビジョンについてのご質問でご
ざいますが、ご家庭において子供たちの大切な命を守るための対策は、次代を担う子供た
ちが心身ともに健やかに育っていくための第一歩であると認識しております。１歳６カ月
から３歳前後までの子どもの安全チェックリストがあるパンフレットを乳幼児健診の際に
お配りしております。また、チャイルドビジョンについては、育児グループなどで保護者
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にお示ししているところであります。 
 　今後は、チャイルドビジョンとゼロ歳からの子どもの事故防止チェックリストを全て
の保護者に説明しながら配布するよう準備をしてまいります。 
 　次に、東京都の事故防止ガイドを直接見られるようにとのご質問でございますが、東
京都の東京くらしＷＥＢでは、さまざまな乳幼児のヒヤリ・ハット体験などがまとめられ
た事故防止ガイドが掲載されており、今後、保健所のホームページに（仮称）乳幼児の事
故予防対策のページをつくり、ここから東京都の事故防止ガイドが直接リンクできるよう
にしてまいります。 
 　さらに、電子母子手帳が導入された際に見られるようにするということにつきまして
も、動画配信機能も含めまして、子育てする区民が使いやすく、子育てに役立つ機能を盛
り込んでいけるよう積極的に検討を進めてまいります。 
 　以上です。 
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